
【今回の表紙】　令和6年11月17日（日）に串良ふれあいセンターグラウンドにて，地域で暮らす外国籍の方と
民生委員児童委員等との交流を通し，多様な価値観を受け止め，誰もが住みやすい地域づくりを行うことを
目的に，ワールドサロンを開催しました。

p2
p3
p4
p5

p6
p7

p8

p9

p10

p11
p12

鹿屋市社会福祉協議会会長新年のご挨拶
鹿屋市社会福祉協議会表彰
安心して暮らせる地域づくり
外国籍の方々と交流！「ワールドサロン」を開催しました
ひきこもり等の相談会を実施します
ファミリー・サポート・センター会員募集
こども食堂支援企業等紹介
ボランティアフェスティバルを開催しました
福祉ふれあいフェスタ ㏌串良
輝北地区近隣福祉ネットワーク合同研修会
オレンジカフェ・きほく
権利擁護セミナー開催！
訪問入浴サービスを間近で実演！
各種講座を受講された受講者のこえ
社協会員紹介（特別会員・団体会員）
社協だよりに広告を掲載しませんか
教育支援資金貸付のご案内
皆様の善意に感謝（寄附金など）
香典返し寄附金受付名簿
広告
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☆ 『社協』とは社会福祉協議会の略称です。
☆ 『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同
　 募金の配分金の一部により発行しております。

☆ 『社協』とは社会福祉協議会の略称です。
☆ 『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同
　 募金の配分金の一部により発行しております。

社協公式

社協活動のPRや情報の発信をします。

スマートフォンのQRコードリーダーなどで
読み取れます。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
心
新
た
に
令

和
七
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
鹿
屋

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○ 

増
え
る
高
齢
者
の
単
身
世
帯

　
時
代
の
進
展
と
と
も
に
、
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
み
、
地
域
の
高
齢
者
の
単
身

世
帯
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
孤
立
化
、
孤
独

死
も
増
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
高
齢
者
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
住
居
や
終
活
等
、

今
後
避
け
て
通
れ
な
い
地
域
福
祉
の
重
要

な
課
題
で
す
。

　
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
一
人
一
人
が
、
地
域

の
課
題
を
他
人
事
で
な
く
我
が
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
、
お
互
い
に
支
え
合
い
豊
か

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
在
り
方
で
す
。
決
し
て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
が
あ
な
た
の
伴

走
者
で
す
。
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
も

行
政
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々
あ

ら
ゆ
る
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

頼
れ
る
伴
走
者
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

○ 

地
域
福
祉
協
議
会
の
役
割

　
高
齢
者
の
方
々
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

な
っ
た
り
孤
立
化
し
な
い
よ
う
に
鹿
屋
市

内
の
多
く
の
地
域
で
、
声
か
け
隊
や
見
守

り
隊
と
し
て
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
て
お
ら

れ
る
地
域
が
三
十
五
地
域
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
高
齢
者
の
伴
走
者
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
感
謝
し
な
が
ら
安
心
し
て
毎
日
を

過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
福
祉
の
困
り
ご
と
や
課
題
を
皆

で
語
り
合
い
組
織
的
に
計
画
的
に
支
援
し

て
い
く
の
が
地
域
福
祉
協
議
会
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
が
地
域
の
人
た
ち
の
相
談

に
の
り
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
福

祉
の
問
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年

ま
で
に
二
十
五
の
地
域
福
祉
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
買
い
物
支
援
、
ゴ
ミ

出
し
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
日
常
生
活

の
様
々
な
困
っ
た
問
題
を
共
有
し
て
支
援

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
を
自

分
た
ち
で
創
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
取
組
み
で
す
。

○ 

地
域
福
祉
の
伴
走
者

　

̶
 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
地
域
の
福
祉
の
課
題
は
、
実
に
多
様
で

複
雑
で
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
誰
か
が
手

助
け
す
れ
ば
解
決
で
き
る
、
行
政
に
お
願

い
す
れ
ば
解
決
で
き
る
と
い
っ
た
簡
単
な

要
件
で
は
な
い
難
し
い
課
題
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
地
域
に
は
、
病
気
や
障
が
い
、

高
齢
の
た
め
な
ん
ら
か
の
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
、
身
寄
り
が
な
く
将
来
に
不

安
を
持
っ
て
い
る
人
等
誰
か
の
支
え
を
求

め
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
地
域
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
複
雑
で
複
合
的
な
課
題
は
、
福
祉

協
議
会
、
町
内
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
解
決
し
て
い
く
の

は
非
常
に
難
し
い
で
す
。
市
は
令
和
６
年

度
か
ら「
世
代
や
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支

援
」｢

参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
」に
基
づ
く「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」を
始
め
ま
し
た
。
行
政
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
師
会
、
弁
護
士
、
法

人
の
福
祉
施
設
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
複
数
の
関
係
機

関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
一

体
的
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
と

あ
わ
せ
て
来
年
度
よ
り
市
か
ら「
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
」の
委
託
を
受
け
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
日
常
生
活
圏
域

（
各
民
協
区
）に
職
員
を
配
置
し
、
地
域
づ

く
り
と
個
別
支
援
に
対
応
す
る
体
制
作
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
進

ん
で
地
域
に
入
っ
て
い
き
、
地
域
の
福
祉

の
課
題
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
き
め
細
や

か
な
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
配
属
し
、
今
後
、
担
当
す
る

各
地
域
の
福
祉
の
充
実
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

○ 

外
国
籍
の
市
内
居
住
者
へ
の
支
援

　
近
年
、
鹿
屋
市
に
も
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
た
く
さ
ん
の

外
国
籍
の
方
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
会
社

や
施
設
等
の
貴
重
な
労
働
力
と
し
て
、
ま

た
技
能
実
習
生
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
違
う
日
本
で
、
こ
の
方
た

ち
が
地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
の
も
地

域
福
祉
の
役
割
で
す
。
今
後
、
外
国
籍
の

労
働
者
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、
三
十
名
の
外
国
籍
の
技
能
実
習

生
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

昼
食
も
一
緒
に
と
っ
て
の
ふ
れ
合
い
で
し

た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

と
て
も
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
社
協
の
職

員
一
人
一
人
が
地
域
の
困
っ
て
い
る
人
た

ち
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
誰
一
人
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
に
し
な
い
地
域
福
祉
の
伴
走
者
と

な
っ
て
心
に
届
く
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
こ
の
一
年
も
全
職
員
が
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
地
域
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社会福祉法人
鹿屋市社会福祉協議会

会長　宮下　昭廣

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

  
社
協
が
あ
な
た
の
人
生
を
伴
走
す
る
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鹿屋市社会福祉協議会表彰
福祉・ボランティア作文コンクール表彰福祉・ボランティア作文コンクール表彰
　10月26日（土）開催の「令和６年度鹿屋市ふれあい福祉まつり」表彰式典において，長年にわ
たって地域福祉に貢献された２個人１法人11団体と，福祉・ボランティア作文コンクール受賞者
の代表２名に表彰状が授与され，併せて同コンクールで最優秀賞を受賞された久保莉々果さんと
山口滉斗さんの表彰と朗読発表が行われました。

◆鹿屋市社会福祉協議会表彰受賞者◆鹿屋市社会福祉協議会表彰受賞者

◆福祉・ボランティア作文コンクール受賞者◆福祉・ボランティア作文コンクール受賞者

心配ごと相談員
・中釡 ノブ子 様　　・竹下　幸男 様

ボランティア団体
・社会福祉法人愛光会 桜町学園

社会福祉功労団体
・大姶良東声かけ友愛隊
・元気でハッピーながのだ
・寿２ふれ愛隊
・大浦ブルーバード隊
・昭栄にこにこ和み会
・下方限いきいきしあわせ隊

◆鹿屋市社会福祉協議会から感謝状の贈呈◆鹿屋市社会福祉協議会から感謝状の贈呈
　当会と「生活困窮者への食料支援
に関する協定」を締結し，長年にわ
たり，こども食堂等への支援を継続
されている株式会社 倉府食品様と社
会福祉法人 岳風会様に，11月18日
（月）感謝状を贈呈しました。
　こころ温まる皆様の善意に感謝申
し上げます。

・高須みまもり隊
・札元2丁目高齢者見守り隊
・泉ヶ丘ふれあい隊
・鶴峰中地区町内会見守り隊
・富ヶ尾かのこグループ

株式会社 倉府食品 様 社会福祉法人 岳風会 様

久保 莉々果さん
作品タイトル
“ヘアドナーに　　
　　　なりました”

山口 滉斗さん
作品タイトル
“福祉”

西原台小

西原台小

野里小

輝北中

輝北中

輝北中

鹿屋女子高

鹿屋女子高

久保莉々果

宮迫　桃埜

山元　心桜

山口　滉斗

内野々愛莉

丸山　　愛

南谷　茉穂

新原　　空

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

小学校
３～６
年生の部

中学生の部

高校生の部

学校名氏名区分部門
（敬称略）
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地域福祉協議会設立の取組みについて

安心して暮らせる地域づくり
鹿屋市社会福祉協議会では

を目指しています

　社協では地域住民の課題を共有し，解決に向けて話し合う場である
「地域福祉協議会」の設立を推進しています。これまでに設立され
た地域福祉協議会の取組みや地域住民の反応などをご紹介します。
なお，地域福祉協議会の概要や，地域の方の声の詳細については社
協だより第66号及び右側のQRコードから動画をご覧ください。

　ドライブサロン＋（プラス）とは，鹿屋市社会福祉協議会が，地域福祉協議会を設立している地
域に週１回程度７人乗りワゴンを無償で貸し出し，地域の運転ボランティアさんが買い物支援をす
る事業です。現在，高須・池園・川東・平南の４地区で実施しています。週１回を基本に運行し，
１回に平均５名程度の方が利用しています。事故を防止するため，鹿屋自動車学校の協力を得て，
運転ボランティアに対する事前講習も実施しています。

地域福祉協議会を立ち上げた地域の方の声

ドライブサロン＋（プラス）の取組み

川東町地域福祉協議会
　　　　　久木田 会長（右）
川東町　平松 町内会長（左）

高須町内会地域福祉推進協議会
上原 会長（町内会長）

上野町地域福祉協議会
　　　　　 　  西 会長（左）
上野町　谷川 町内会長（右）

　私たちの町内で以前，孤独死
が出たことをきっかけに，アン
ケート調査や話し合いを重ね，
見守り隊や有償ボランティアを
立ち上げました。
　有償ボランティアやドライブ
サロンプラスを活用した買い物
支援は，地域の方からはとても
喜ばれています。地域で安心し
て暮らすために，今後も地域福
祉協議会で自分たちの地域のこ
とを考えていきたいと思いま
す。

　「話し相手が欲しい」「買い
物に困っている」などのアン
ケートの声をもとに地域福祉協
議会で話し合いを進めたこと
で，高齢者の見守り活動や買い
物支援のためのドライブサロン
プラスを始めることができまし
た。
　地域福祉協議会は，地域の課
題を話し合い，実行していく場
として，大事な取り組みだと思
います。みなさんの地域でもぜ
ひ取り組んでみてください！

　アンケートであがってきた町
内の困りごとを解消するため，
移動販売車の調整や有償ボラン
ティアの立ち上げなどを行い，
町内の方から「ありがとう」と
いう声がたくさんあがっていま
す。
　社協さんがずっと相談にも
のってくれるので，とても助
かっています。このような取り
組みが，他の地域でももっと
もっと広がっていけばいいな，
と思います。

ワゴン車の利用料は無料で，
ガソリン代などの車両に係る経費は

社協が全額負担！
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鹿屋市ファミリー・サポート・センター

子どもの送迎子どもの送迎子どもの預かり子どもの預かり 家事支援家事支援

お問合せ　☎ 44-2277

講習会日程：令和７年２月16日（日）（予定）
（開催日程は下記電話番号までお尋
ねください）

講 習 時 間：９：30～12：10
場　　　所：リナシティかのや ２階 情報研修室
持参するもの：印鑑
※講習会当日は，託児があります

☆この活動は有償のボランティアです。
☆活動に関して，補償保険（保険料はセンター
負担）に加入しております。

①動画を視聴して登録
（携帯電話やパソコンから手続き可能です）

②随時講習を受講して登録
（随時開催します）

③定期講習会を受講して登録
（定期的に開催しています）

　②または③の方法で登録をする場合は，リナシ
ティかのやでおこないます。事前の申込が必要で
すので，下記電話番号までご連絡ください。

　子育てのお手伝いを頼みたい方と，お手伝いをしたい
方が会員となり地域で子育ての助け合いをおこなってい
ます。

外国籍の方々と交流！「ワールドサロン」を開催しました
　11月17日（日），技能実習先などのご協力をいただき，外国籍
の技能実習生30人と，民生委員・児童委員等と総勢70名でグラウ
ンドゴルフや昼食を楽しみました。技能実習生からは「また参加
したい」「とても楽しかった」「休みの日にサッカーができると
ころを教えてほしい」といった声があがりました。民生委員・児
童委員さんからも，「とても良い企画だった」「今回のサロンが
きっかけになり親しみを感じることができたため，今後生活の相
談にのるなどしていきたい」「地域の行事で技能実習生に声をか
けるなど，これから交流していきたい」「これからも継続的にこのようなイベントを開催してほしい」
といった声がありました。当会では，今後も世代や属性を問わず誰もが住みやすい鹿屋を目指し，地域
福祉の推進に努めます。

ひきこもり等の相談会を実施します

無 料 秘密厳守

・年齢は問いません。

・家族や親戚，知人等からの相談も可能です。

・ひきこもりとは思っていないが
　（親の年金で生活しているがこの先が心配）
　（社会とつながりを持ってほしい）なども，
　お気軽にご相談ください。

子育ての
お手伝いを
したい方
募集中

子育ての
お手伝いを
頼みたい方
募集中

●講習会を受講し，会員登録をする ●下記のいずれかの方法で会員登録をする

日　時：

場　所：

毎月第２火曜日
13：00～16：00（予約制）
リナシティかのや ２階
社会福祉協議会相談室

電　話：
メール：

0994-44-2277
chiiki1@kanoyasyakyou.jp

（予約方法）
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こ  ど  も  食  堂 支援企業等紹介

支援企業等一覧
　他にも寄附金や米，にんじ
ん，ピーマン，そらまめ，た
けのこなどの食材や，日用品
など，多くの方から寄附をい
ただき，市内10ヶ所のこども
食堂へ配分しました。

（株）倉府食品
社会福祉法人 岳風会
（有）高山電気
（株）オーパス鹿屋店
（株）マルハン鹿屋店
九州電力グループ
池園町内会

食堂が希望する食材
パン
菓子，飲料，寄附金等
菓子，飲料類
菓子，飲料類
食料品や日用品，飲料水
もち米，新米

　鹿屋市社会福祉協議会を通して市内10ヶ所，すべてのこども食堂に
支援をいただいている企業等のみ掲載しております。

倉府食品株式
会社

社会福祉法人 岳風会

1
2
3
4
5
6
7

寄附者名 寄附物品

【こども食堂に支援を始めたきっかけ】
　2016年12月，ある子ども食堂に支援したことをきっか
けに，企業として何かできることはないかと社協に相談
をしました。そこから，継続してこども食堂などの支援
を行っています。今では，鹿屋市内に限らず，肝付町や
志布志市，鹿児島市，宮崎県など，様々な地域にも支援
をひろげています。子ども食堂を通じて，こどもたちか
らありがとうのお手紙をいただくことも多く，我々も元
気をもらっています。

　鹿屋市社会福祉協議会との食料支援協定
に基づき月替わりで，
「パン工房ぴーたーぱん」
「パン・ピザ　ティンカー・ベル」から，
こども食堂に毎月パンを提供しています♪

　岳風会では障害者支援施設陵北荘をはじめ，障害を
お持ちの方が社会でよりよく生活できるよう支援して
います。
　またこども食堂へのパン提供の他に，生活困窮者へ
の食料支援や生きがいづくり型ドライブサロンなどを
運営し，鹿屋市社協とも連携して地域貢献活動を行っ
ています。

【ひとこと】
　「みんなでわいわい」鹿屋市のこども食堂の名称にもなっ
ている言葉です。友だち・家族だけでなく人生の先輩方と交
流できる素敵な居場所作りに微力ながら携われていることを
誇りに思います。こども食堂がハブとなり，「みんなでわい
わい」楽しみながら過ごす未来のために，ボランティア・支
援の輪が大きく大きく広がってほしいと願っています。

【支援件数】　月15～20件
【提供している食材】
　カレーの材料をはじめ，か
らあげ，調味料など，弊社で
取り扱っている幅広い食材
を，各こども食堂の要望に応
じて支援しています。
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オレンジカフェ・きほく 

　串良地区の地域福祉関係者の相互交流を目
的に，「福祉ふれあいフェスタin串良」が令
和６年12月19日（木）串良ふれあいセンター
で盛大に開催されました。大正琴の華麗な演
奏，民生委員さんの笑いを誘うマジック
ショー，詐欺への注意喚起として生活支援
コーディネーターによる「高齢者詐欺」の寸
劇，鹿児島市の不動灸鍼堂治療院の中園義孝
院長による「つぼと健康づくり講座」が行わ
れました。
　今回のフェスタで
は，参加者の皆さんも
互いに一緒に楽しい時
間を過ごし，良い交流
の場となりました。

　10月26日（土）にリナシティかのやにお
いて，ボランティアフェスティバルを開催
しました。
　当日は，16か所
のボランティア団
体や就労継続支援
事業所，高等学
校，看護専門学校
のご協力のもと，
体験・製作・物
販・展示・ステージコーナーなど，子ども
から高齢者の方まで参加し楽しめる内容で
開催し，多くの来場者で賑わいました。

　また，あわせて
こども食堂展も開
催し，こども食堂
の紹介やカレーラ
イスの配布・販売
なども行いまし
た。

　認知症の方も安心して暮らせる地域づくり
を目指して，毎月第3木曜日に「オレンジカ
フェ・きほく」を開催しています。
　認知症について気軽に話すことのできる集
まりで，症状のあるご本人だけでなく，ご家
族や地域の方々も自由に参加できます。

輝北地区近隣福祉ネットワーク
合同研修会

◆ボランティアフェスティバル◆

を開催しました

　輝北地区の民生委員や在宅福祉アドバイ
ザー，町内会・自治会長などが中心となり活
動していただいている近隣福祉ネットワーク
（高齢者等要援護者見守り活動）合同研修会
を令和６年10月22日（火）に開催し約50名が
参加しました。この研修会は毎年開催してい
るものです。

　研修会では，鹿屋市消費生活センター次長の
西馬場章氏より，高齢者等を取り巻く消費生活
トラブルについて講義があり，参加した在宅福
祉アドバイザーの射手園恵子さんは「SNSを
使った詐欺行為など近所の高齢者に説明しなが
ら注意を促していきたい。また，自身も障害の
ある子供を育てる中で福祉の勉強もそれなりに
やってきた。今後も地域のために貢献していき
たい」と話されていました。

『開催内容』＊参加は無料です
時 間：10：00~11：30
場 所：輝北ふれあいセンター
内 容：コーヒータイム，交流，脳トレや
　　 　簡単な体操，相談会など

『今後の予定』
令和７年１月16日（木）
令和７年２月20日（木）
令和７年３月27日（木）
（変更する場合あり）

オレンジカフェ　
担当職員

▲

居宅介護支援事業所　

【問合せ先】
輝北支所
☎ 099-486-0777（担当：川添）

福 祉 ふ れ あ い
フ ェ ス タ

in 串良

大正琴の演奏

マジックショー つぼと健康づくり講座
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　鹿屋市社会福祉協議会では，10月より各種講座（５講座３回シリーズ）を開催しています。
今年度，既に終了した４講座の受講者の感想をご紹介します。

訪問入浴サービスを間近で実演！

ユーモアたっぷりの
楽しい講話で，つぼ
をたくさん教えてい
ただきました。健康
を維持できるよう役立
てていきたいです。

　11月13日（水）鹿屋市社会福祉会館にお
いて，鹿屋市内の居宅介護支援事業所を対象
に訪問入浴サービス事業の説明会を開催いた
しました。鹿屋市唯一の訪問入浴サービス事
業所である当会の取組みを知ってもらうため
初めて開催したもので，当日は市内13事業
所から29名の参加がありました。
　説明会では，スライドを用いた説明のほ
か，実際に会場で訪問入浴の実演を行いまし
た。

権利擁護セミナー開催！

　12月10日（火）鹿屋市社会福祉会館にお
いて，当会権利擁護推進センター主催の権利
擁護セミナーを開催しました。当日は当会の
専門員から「福祉サービス利用支援事業」の
説明の後，法テラス鹿屋の重富琢也弁護士か
ら「成年後見制度」の仕組みや手続きについ
てわかりやすくご講演をいただきました。
　当センターでは今後も権利擁護の「中核機
関」として引き続き広報や相談・利用促進に
も取組んでまいります。

各種講座を受講された受講者のこえ地域公益事業

つぼと健康講座
講師：鹿児島鍼灸専門学校同窓会会長

泊　 平八郎 氏

わかりやすい相続に関する講座
講師：鹿児島県司法書士会 鹿屋支部

司法書士　永野 博己 氏

「傾聴」ということにつ
いて，たくさんの学び
を得ることができまし
た。とても深い内容で
した。今回学んだこと
を心に留めて，たくさ
んの人たちと会話を楽
しみたいと思いました。

傾聴講座
講師：NPO法人かごしまメンタル
パートナー協会 理事長　江並 智子 氏

知らない遊びばかり
で，楽しかったで
す。脳を使うところ
がすばらしい。

楽しい遊びで，からだ元気講座
講師：鹿児島県レクリエーション協会
鎌田 泰代 氏，齊野平 聡 氏，村山 康二 氏

♡シニア向け音楽療法講座は現在開催中です。

一度では，難しくて
わからない部分も多
かったですが，事例
をあげていただいて
理解しやすかったで
す。
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鹿
屋
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
に

　
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特
別
会
員
（
一
口 

１
万
円
）

社協だよりに広告を掲載しませんか
発行回数 … 年４回（４月，７月，10月，１月）
発行部数 … １回につき約42,000部（主に町内会各世帯全戸配布）
寸　　法 … １枠あたり 縦6.0㎝×横9.0㎝
掲  載  料 … １回１枠あたり 7,700円（税込）
申込可能枠数 … １~４枠（申し込み多数の場合は調整させていただきます）
＊広告掲載申込用紙は当会ホームページからダウンロードできます。
　詳しくは社協ホームページで「広告掲載事業取扱要綱」をご覧になるか，
下記までお問い合わせください。
総務課　☎44-2951

　
令
和
６
年
度
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体

会
員
・
特
別
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
掲

載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
様
の
承
諾
を

い
た
だ
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
令
和
６
年
12
月
15
日
現
在
】

※

五
十
音
順
・
敬
称
略

社
会
福
祉
法
人
愛
光
会

・
障
害
者
支
援
施
設 

桜
町
学
園

・
障
害
者
支
援
施
設 

和
光
学
園 

・
障
害
者
支
援
施
設

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム 

い
い
ぐ
ま

・
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ラ
ン

有
限
会
社 

天
野
電
装

株
式
会
社 

有
馬
工
業　

医
療
法
人
青
仁
会

・
池
田
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り

株
式
会
社 

伊
東
商
会 

有
限
会
社 

井
之
上
電
器 

社
会
福
祉
法
人 

以
和
貴
会 

株
式
会
社 

宇
都
電
設 

社
会
福
祉
法
人
永
生
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

慈
恵
園 

医
療
法
人
お
ば
ま
会 

小
浜
歯
科
医
院 

社
会
福
祉
法
人
岳
風
会 

陵
北
荘

か
さ
も
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

■■■■■■■■■■■■

社
会
福
祉
法
人 

鹿
屋
恵
友
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

花
岡
の
里 

公
益
社
団
法
人 

鹿
屋
市
医
師
会

一
般
社
団
法
人 

鹿
屋
市
歯
科
医
師
会 

鹿
屋
市
薬
剤
師
会 

上
谷
田
建
設
株
式
会
社 

株
式
会
社 

空
間
デ
ザ
イ
ン
た
に
ぐ
ち

医
療
法
人 

桑
波
田
産
婦
人
科

小
鹿
酒
造
株
式
会
社 

国
基
建
設
株
式
会
社 

株
式
会
社 

鹿
屋
寿
自
動
車
学
校 

Ｊ
Ａ 

肝
付
吾
平
町
農
業
協
同
組
合

社
会
福
祉
法
人
潤
心
会 

鹿
屋
乳
児
院

株
式
会
社 
セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ

そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合 

輝
北
支
店

有
限
会
社 
高
山
電
気 

鶴
田
建
設
株
式
会
社

寺
岡
行
政
書
士
事
務
所 

社
会
福
祉
法
人 

天
上
会

医
療
法
人
徳
洲
会 

大
隅
鹿
屋
病
院   

パ
ー
パ
ス
ワ
ン 

社
会
福
祉
法
人 

福
泉
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

悠
々

有
限
会
社 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ネ
サ
キ

平
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人 

紡
倫
会

　
　
　
　
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん 

株
式
会
社 

丸
正
電
器
商
会 

株
式
会
社 

南
日
本
飲
料 

株
式
会
社 

森
建
設 

社
会
福
祉
法
人
友
心
会

　
障
害
者
支
援
施
設 

ゆ
ら
り
（
３
口
）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

社
会
福
祉
法
人
愛
光
会　

・
児
童
発
達
支
援
事
業

　
　
　
　
　
お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ 

・
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

あ
い

有
限
会
社 

ア
ク
シ
ス
三
昧
堂

公
益
社
団
法
人 

い
ち
ょ
う
の
樹

　
　
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
鹿
屋 

有
限
会
社 

江
口
測
量
設
計

株
式
会
社 

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
屋
営
業
所 

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合 

有
限
会
社 

鹿
屋
経
理
セ
ン
タ
ー 

鹿
屋
市
保
育
会
（
事
務
局
）（
37
口
） 

有
限
会
社 

ク
ラ
シ
ョ
ウ 

株
式
会
社 

ゴ
ト
ー

三
和
物
産
株
式
会
社

医
療
法
人
昌
成
会 

せ
ぐ
ち
整
形
外
科

医
療
法
人
仁
心
会  

西
原
保
養
院

医
療
法
人
清
渓
会  

寺
崎
皮
膚
科

た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
院
長 

有
村
俊
寛

坪
水
醸
造
株
式
会
社

遠
矢
司
法
書
士
事
務
所

株
式
会
社 

坂
東
島
運
輸

税
理
士
法
人 

風
呂
井
会
計 

株
式
会
社 

別
府
商
会 

宝
徳
技
建
有
限
会
社  

津
崎
方
靖

医
療
法
人 

前
田
内
科

有
限
会
社 

松
園
商
事 

株
式
会
社 

南
日
本
銀
行 

鹿
屋
支
店

メ
デ
ィ
フ
ー
ヅ 

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　
鹿
屋
営
業
所
（
４
口
） 

医
療
法
人
和
敬
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（実際の掲載例）

団
体
会
員
（
一
口 

３
千
円
）
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教育支援資金貸付のご案内（生活福祉資金貸付制度）

　
寄
附
金
・
寄
贈
品
等
を
お
届
け
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

12
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
）

※

敬
称
略

●
寄
附
金

・
か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会

５
万
円

・
松
澤
利
久

金
額
は
希
望
に
よ
り
未
掲
載

・
鹿
屋
星
カ
ラ
オ
ケ
教
室　
　

    

５
万
円

・
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合

４
万
５
千
２
４
３
円

・
竹
川
鉄
舟

金
額
は
希
望
に
よ
り
未
掲
載

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

８
万
円

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

10
万
円

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

10
万
円

・
ピ
ュ
ア
グ
リ
ー
ン　
　
　
　

   

５
万
円

●
物
品
寄
附

・
か
の
や
夏
祭
り
実
行
委
員
会　

      

飲
料
水
・
お
茶 

４
ケ
ー
ス
＋
12
本

・
池
園
町
内
会

新
米
他
９
俵
、
も
ち
米
２
俵
、
そ
ば
粉
20
㎏

・
株
式
会
社 

Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

　
　
オ
ー
パ
ス
１
０
０
０
鹿
屋
店

お
菓
子
・
飲
料 

ダ
ン
ボ
ー
ル
５
箱

・
大
峯
隆
子

大
人
用
紙
お
む
つ
・
尿
パ
ッ
ド
一
式

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

   

米　
１
俵

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

   

米　
半
俵

・
匿
名　
　
　
　
　
　

   

米
５
kg×

３
袋

・
匿
名　
　
　
　

   
人
参
・
じ
ゃ
が
い
も

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金

　
（
市
内
15
店
舗
）

・
10
月
１
日
実
施
分　
27
万
４
千
５
７
４
円

●
歳
末
た
す
け
あ
い
街
頭
募
金

　
（
市
内
15
店
舗
）

・
12
月
２
日
実
施
分　
28
万
１
千
９
０
４
円

●
令
和
６
年
９
月　

　
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金

３
件　
　
３
万
２
４
０
円

・
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
鹿
屋

・
鹿
屋
市
更
生
保
護
女
性
会

・
匿
名　
１
件

受
付
期
間　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
令
和
６
年

　
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

３
件　
　
６
万
５
千
２
３
９
円

・
匿
名　
２
件

・
義
援
金
箱

受
付
期
間　
令
和
７
年
12
月
26
日
ま
で

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

・
上
谷
町
高
齢
者
見
守
隊

・
虹
の
根
っ
こ

・
吾
平
中
学
校

・
鶴
峰
小
学
校

・
ば
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
っ
ぴ
ー
ら
い
ふ

※

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
寄
附
に
伴
う

広
報
誌
へ
の
掲
載
は
、
複
数
回
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
場
合
で
も
、
年
一
回
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　鹿屋市社会福祉協議会では低所得世帯・障がい世帯・高齢世帯等に対し，その世帯が経済的に
自立し，安定した生活を送れるよう生活福祉資金の貸付を行っていますが，その中に，学校教育
法に定める学校（高校・高専・短大・大学）への進学に関する学費等の貸付を行う「教育支援資
金」制度があります。
　今後４月からの進学に向けた受験シーズンに合わせてご相談が多くなることが予想されますの
で，教育支援資金の活用をご希望される場合は，お早目にご相談ください。

貸付対象世帯：低所得世帯
貸　付　利　子：無利子
償　還　期　間：卒業して6ヶ月経過後から

貸付金額に応じて最大
20年以内

１．教育支援費（就学のための学費等）
・高　　　校：月額3.5万円以内
・高専・短大：月額6万円以内
・大　　　学：月額6.5万円以内

２．就学支度費
（入学金・教科書代・制服代等）
・50万円以内

～主な生活福祉資金の種類～
・福祉費
・緊急小口資金
・教育支援資金　　など

【問合せ先】
鹿屋市向江町29番2号
（鹿屋市社会福祉会館内）
総務課在宅福祉サービス室

☎：44-2663

教育支援資金の貸付対象世帯・種類等

皆
様
の
善
意
に
感
謝

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
却
益
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
詳
細
は
こ
ち
ら
。
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多
く
の
皆
様
方
の
善
意
に

　
　
　
　
　

  

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
を
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の
承

諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

香
典
返
し
寄
附
金
受
付
名
簿
（
令
和
六
年
十
月
一
日
〜
令
和
六
年
十
二
月
十
五
日
）　
一
一
七
件
　
八
二
九
、〇
〇
〇
円 

（
う
ち
匿
名
希
望
　
二
七
件
　
一
七
一
、〇
〇
〇
円
） （
上
段
・
寄
付
者
名
　
下
段
・
故
人
名
　
敬
称
略
）

中
　
原
　
ト
キ
ヱ

橋
　
口
　
沙
　
織

川
　
元
　
つ
い
子

新
小
田
　
　
　
勉

永
　
田
　
孝
　
致

波
　
平
　
美
津
代

本
　
村
　
ハ
ツ
子

盛
　
永
　
美
代
子

竹
　
下
　
鉄
　
治

山
　
下
　
十
　
一

大
　
保
　
テ
ル
子

栗
　
本
　
レ
イ
子

橋
　
本
　
マ
サ
子

柿
　
元
　
俊
　
廣

栗
　
本
　
レ
イ
子

岩
　
元
　
幸
　
一

田
　
中
　
照
　
秋

船
　
間
　
　
　
勉

春
　
口
　
昭
　
子

山
　
元
　
健
二
郎

倉
見
谷
　
み
ほ
子

下
　
名
　
里
　
志

中
　
嶋
　
久
　
子

鎌
　
田
　
裕
　
治

茅
　
塲
　
良
　
子

東
　
　
　
ユ
ミ
エ

鹿
屋
地
区

太
田
原
　
ス
ズ
子

川
　
筋
　
順
一
郎

邉
志
切
　
澄
　
子

三
　
浦
　
真
由
美

田
　
島
　
康
　
子

重
　
田
　
安
　
夫

久
　
保
　
ス
ミ
エ

中
　
嶋
　
春
　
美

中
　
牧
　
雅
　
之

谷
　
本
　
美
奈
子

図
　
師
　
信
一
郎

亀
　
井
　
定
　
行

中
　
塚
　
孝
　
八

川
　
畑
　
浩
　
次

有
　
園
　
三
　
郎

山
　
下
　
珠
　
里

中
　
島
　
勝
　
美

新
　
地
　
隆
　
男

曽
　
田
　
す
ま
子

東
　
　
　
冨
美
子

池
　
崎
　
綾
　
子

白
　
坂
　
映
　
美

井
之
𦚰
　
道
　
治

福
　
留
　
恭
　
子

永
　
山
　
美
　
樹

木
　
下
　
ヨ
シ
エ

田
　
所
　
ト
ミ
子

二
間
瀨
　
正
　
子

豊
　
倉
　
知
　
利

岩
　
元
　
利
　
秋

鶴
　
田
　
芳
　
子

有
　
留
　
忠
　
男

塚
　
本
　
ト
ミ
エ

村
　
川
　
エ
ミ
子

楠
　
元
　
　
　
實

田
　
中
　
キ
ヨ
子

米
　
重
　
サ
　
チ

森
　
永
　
光
　
則

小
持
留
　
　
　
誠

塚
　
本
　
　
　
勇

松
　
元
　
辰
　
二

西
　
山
　
邦
　
子

南
之
原
　
マ
　
ル

前
　
田
　
正
　
秋

吉
　
倉
　
吉
　
司

永
　
山
　
叔
　
子

北
　
田
　
勝
　
美

鶴
　
田
　
正
　
昭

中
甫
木
　
桃
　
江

川
原
園
　
ト
キ
エ

日
　
髙
　
柳
　
子

皆
　
元
　
輝
　
雄

東
　
窪
　
サ
　
エ

日
　
髙
　
咲
賀
子

德
　
留
　
親
　
則

德
　
丸
　
　
　
洋

大
　
園
　
チ
　
ミ

大
　
重
　
利
　
春

米
　
滿
　
ツ
ル
エ

山
之
内
　
昭
　
男

税
　
所
　
弘
　
典

小
　
脇
　
ア
ヤ
子

福
　
留
　
省
　
一

永
　
山
　
英
　
志

木
　
下
　
　
　
明

田
　
所
　
光
　
義

二
間
瀨
　
　
　
誠

豊
　
倉
　
サ
チ
子

岩
　
元
　
玲
　
子

鶴
　
田
　
義
　
昌

有
　
留
　
瑛
　
美

塚
　
本
　
義
　
昭

村
　
川
　
信
　
雄

楠
　
元
　
一
　
徳

山
　
中
　
直
　
美

米
　
重
　
伸
　
一

森
　
永
　
ト
キ
子

小
持
留
　
ツ
　
ル

塚
　
本
　
ユ
ウ
子

鹿
屋
市
外

吾
平
地
区

輝
北
地
区

串
良
地
区

松
　
元
　
洋
　
一

西
　
山
　
　
　
弘

南
之
原
　
秋
　
弘

前
　
田
　
勇
　
二

吉
　
倉
　
隆
　
一

永
　
山
　
正
　
英

北
　
田
　
武
　
男

鶴
　
田
　
昭
　
博

大
牟
禮
　
敬
　
子

川
原
園
　
達
　
矢

日
　
髙
　
　
　
保

皆
　
元
　
み
や
子

東
　
窪
　
文
　
雄

髙
　
島
　
美
咲
代

德
　
留
　
セ
ツ
子

德
　
丸
　
タ
マ
子

徳
　
留
　
貴
美
子

大
　
重
　
英
　
樹

米
　
滿
　
哲
　
男

山
之
内
　
昭
　
彦

税
　
所
　
良
　
子

田
　
實
　
玉
　
代

太
田
原
　
　
　
護

川
　
筋
　
政
　
子

邉
志
切
　
　
　
明

平
　
原
　
ミ
　
ワ

森
　
　
　
順
　
子

重
　
田
　
フ
　
ミ

久
　
保
　
重
　
光

福
　
永
　
カ
シ
子

中
　
牧
　
イ
ミ
子

木
　
田
　
虎
　
男

図
　
師
　
美
代
子

亀
　
井
　
貞
　
春

中
　
塚
　
正
　
美

川
　
畑
　
春
　
江

有
　
園
　
マ
サ
子

山
　
下
　
祐
　
助

中
　
島
　
ミ
チ
ヱ

新
　
地
　
初
　
江

曽
　
田
　
悦
　
郎

東
　
　
　
謙
　
二

池
　
崎
　
淑
　
夫

白
　
坂
　
勇
　
一

井
之
𦚰
　
美
代
子

中
　
原
　
　
　
勲

山
　
路
　
良
　
一

川
　
元
　
公
　
郎

新
小
田
　
義
　
一

永
　
田
　
ト
シ
エ

波
　
平
　
純
　
一

本
　
村
　
正
　
亘

盛
　
永
　
　
　
豊

竹
　
下
　
キ
ク
エ

山
　
下
　
み
よ
子

大
　
保
　
髙
　
志

栗
　
本
　
　
　
矢

橋
　
本
　
誠
　
五

柿
　
元
　
レ
イ
子

栗
　
本
　
な
お
み

岩
　
元
　
　
　
和

田
　
中
　
京
　
子

船
　
間
　
オ
ミ
ヨ

安
　
楽
　
ス
　
ミ

山
　
元
　
健
　
一

倉
見
谷
　
秋
　
子

下
　
名
　
シ
ヅ
コ

中
　
嶋
　
宇
　
男

鎌
　
田
　
實
　
子

茅
　
塲
　
虎
　
雄

東
　
　
　
巳
知
男
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＊＊健康増進センターからのお知らせ＊

＊ 

《体力測定（健康づくりコース）のご案内》 
ご自身の体力を知った上で安全に運動できるよう，体力測定を受けていただきます。 
体力測定はたったの 5 種目！体を動かすのは 30 分だけ！！ぜひチャレンジしてみませんか？ 

鹿屋市高齢者 
元気度ｱｯﾌﾟ･ﾎﾟｲﾝﾄ 

事業 

① 受付，問診 

② 身体計測 

③ 体力測定 

④ 結果説明 

⑤ ジム利用説明 

血圧測定，身長，体重，体脂肪率， 

腹囲を測定していきます。 

５種目測定していきます。 

 約 90 分 

エルゴメーター（自転車） 
or 

６分間歩行（65 歳以上） 

握力 

・現在の体力年齢が分かります。 

・個別のトレーニングメニューを提案します！ 

トレーニングジム機器使用方法等の説明があります。 

 
実際に体を動かすのは 

“30 分程度”です！ 

健康増進センターの入口を入ってすぐ受付があります。 

腹筋 

椅子立ち上がり 

長座体前屈 

皆さんの参加 
お待ちしております★ 

 本年もよろしくお願いいたします！ 
県民健康プラザ健康増進センターでは，みなさまの健康づくりを支援しています。 

プールや温泉，トレーニングジムを使って，今年も元気に♪楽しく♪ 

健康づくりに取り組まれてはいかがでしょう！？ 

 

/ / / / / / / / / / / / / / / / /回
覧

令和 7 年１月 10 日（金）発行 

水曜日 金曜日 土曜日 日曜日

9:30
9:30

（第1・3・5週）
―

9:30
（第1・3・5週）

―
14:00

（第1・3・5週）
14:00

14:00
（第1・3・5週）

18:30
18:30

（第1・3・5週）

＜体力測定＞

健康づくり
コース

対象：16歳以上
時間は2時間30分かかります。
（体力測定とジムの利用説明）

◎日程はこちら♪（料金：690 円） ＊定員枠がございますので事前にご予約ください。 

＊トレーニングジムを利用する際は，初回に「体力測定」を受けていただく必要があります＊ 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：県民健康プラザ健康増進センター TEL（0994）52-0052  
休館日：毎週月曜日（月曜日が休日の時は次の平日）  

『いつまでも，自分の足で歩きたい』あなたを応援!! 

足腰の元気度を測定し，安全で効果的な運動方法を提案いたします★ 

《体力測定★足腰元気コース★》 

⭐１月 １０日・２２日・２４日 

⭐２月 １２日・１４日 ・２６日・２８日 

【日 時】 第２・４水・金曜日 １３：３０～１６：００（受付１３：１０～） 

【対 象】 60 歳以上の方，足腰に不安のある方，体力に自信のない方 

【測 定 内 容】 ★身体計測   : 身長・体重・体脂肪率，腹囲，血圧測定など 

★体力測定項目: 握力・持久力・椅子立ち上がり・上体起こし・柔軟性 

                     「歩く」「またぐ」「昇っておりる」の下肢の力の測定 

【料 金】 ６9０円  

【持 ち 物】 運動できる服装・室内用の運動靴・水分補給用の飲み物・タオル 

【申 込 方 法】 予約制です。定員枠がありますので， 

体力測定の後は… 

足腰元気会のご案内 
1 月 15 日・29 日 ★ ２月 5 日・19 日 

【実施内容】 ２階で，転倒予防サーキット・コグニサイズ・ 

        貯筋運動・脳トレ・運動遊びなどを行います。 

【参加方法】 トレーニングジム利用時に参加可能です。※申込不要 

【参加料金】 無料（ジムの施設利用料 350 円のみ） 

【持 ち 物】 室内用の運動靴・水分補給用の飲み物・タオル 

鹿屋市高齢者 
元気度ｱｯﾌﾟ･ﾎﾟｲﾝﾄ 

事業 

鹿屋市高齢者 
元気度ｱｯﾌﾟ･ﾎﾟｲﾝﾄ 

事業 

同年代の⽅と楽しく♪体を動かしませんか︖ 

事前に来所または電話にてお申し込み下さい。 


